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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・6/21(水)22(木)第2回院内研修17:30～18:30　場所:メモリアルホール

テーマ:｢災害支援中心病院｣　　講師:広報･IT推進･災害対策室　室長　舩場　真也

・6/23(金)勤務変更があり、小嶋SGM→遅C　石橋→日勤　戸賀沢→遅A　となる。

・6/23(金)外来の橋本Nsが見学に来る。
・6/27(火)工藤助一様がデイケアを見学に来る。PSWが付き添うとのこと。

・8月よりLASMIの評価を行なっていく。7月にカンファレンスで勉強会を行なう。
・7/4(火)第3回法人研修17:30～18:30　場所:メモリアルホール

テーマ:｢食中毒と感染症予防｣　　講師:八戸市保健所（衛生課・保健予防課）

ビデオ研修:7/5(水)17:30～　場所:メモリアルホール

・7/12(水)臨時法人研修17:10～18:00　場所:青南病院メンタルケア病棟4階ホール
演題:「新垣病院での救急病棟導入の経緯や沖縄における医療の地域連携（仮）」

講師:医療法人卯の会　理事長　新垣　元先生

・八戸精神科医会について

日時:7/12(水)19:00～　会場:八戸パークホテル　3Ｆ　ロイヤルホール

【講演１】

座長:白山台メンタルクリニック　川端栄蔵　先生

演題:「レクサプロの有用性～うつ病を中心に～」

演者：医療法人　青仁会　青南病院　田名部　茂　先生

【講演２】

座長：医療法人　青仁会　院長　深澤　隆　先生

演者：医療法人卯の会　新垣病院　西村　直之　先生

演題：「不安と嗜癖行動・嗜癖習慣」～ギャンブリング障害の介入と治療～

出欠は不要であるため、参加希望者は当日会場まで行くこと

・7/7(金)第14回八戸てんかん治療会議　18:40～　場所:八戸グランドホテル3F双鶴の間
対象：医師、薬剤師、スタッフ
特別講演のテーマ:運転免許と高齢者　　演者:松浦雅人先生（田崎病院　副院長）

※申し込み締切日:7/4(正午)

【各種提出期限】
・7/5(水)疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

＜利用者様情報＞

デイケア
・松川　順子様～医師より、「新しい良いのがでたから、治験で二週間入院しないか？考えておくようにって言われました」と、診察で治験での入院を勧められた様子を話している。本人へ入院の意思を尋ねると、「入院したくない」「入院が本当に二週間でいいのかなぁ」と悩んでいる様子が窺える。あまり考えすぎず他のスタッフへも相談してみることや入院はしたくないことを医師に伝えるようアドバイスしている。入院を勧められたことで徐々に気分の不安定さが見られ、昼食後には静養室で休んでいる。

次回の診察予定は7/6(木)。

・小林　司　様～来所すると、「負けましたー、デイケアの利用が月1回になります。仕事の関係ですけどね」と、話している。詳細を伺うと、施設のスタッフから7月から仕事の関係でデイケアの利用は外来診察日だけと言われたとのこと。その件について、主治医に報告していると話している。次回の利用日は7/20(木)であり、「9月か10月頃にはまた月二回の利用になれると思います」と話している。利用日でなくとも、何かあった際には、青陽館へ連絡してよい事を伝えている。

・野月　利章様～昨日15:52頃、「これ全部飲んだんですけど」と言い、朝・夕食後薬4包ずつの空包を持参している。活気がなく、意識が朦朧としている様子も窺えるが、普段から似たような態度をとることがあるため、体調が悪いかは不明である。「具合が悪い」と話しており、バイタルサインを測定すると、体温36.4℃、脈拍100回/分、血圧152/93mmH、顔色の不良さはないが汗を多めにかいている。外来看護師、主治医に報告し、経過観察の指示を受ける。その後、問い掛けに対して反応がないことがあるが、＜休みますか＞＜病院に行きますか＞等の問い掛けには返答をしており、回答する項目を選んでいるような反応が見られる。過量服薬した理由については、「青山荘に戻りたくない･･･」と話している。デイケアでは、思いを行動で示すのではなく、言葉で示してほしいことや言葉で伝えることでも自分の気持ちは相手に伝わることを体得できるように関わっていく。青山荘へ連絡し、スタッフに支えられながら帰荘している。

・東海林紀子様～昨日、以前不眠となった際にグループホームのオンコールをしたときのことを話している。眠剤を服用を促されたときに「嫌だ」と返答してしまったと話したことについて、もっと話を聞いてもらいたかったことや相談後はきちんと服用するつもりであったことを話している。対応した職員に服薬をしない人と認識されたのではないかと話している。23:00になっても眠気がない時には、頓服薬を服用するよう対処している為、今後も自身で対処していくよう伝えている。飲酒について、仕事やデイケアが休みの前日である水曜日と土曜日の週に2回に飲酒しており、飲酒量は一回に750mlとのこと。飲酒する機会としては、ストレスが溜まった時や気分がいいときに飲酒したくなると話している。現在の飲酒量を減らすことはストレスが溜まる為、厳しいと話すことから、飲酒量を増やさないようにすること、薬の服用後の2時間前後は飲酒しないことを守っていくことを約束している。

デイナイトケア

・倉橋　生子様～昨日、帰荘前、特定利用者（吉田キクエ様）が咳をしているのを見て、「あんた、なんでマスクしないんだ!」と口調強く何度も話している。スタッフ介入し、もう少し配慮した言い方をするよう伝えると、表情硬く言うのを止めている。特定利用者様がマスクをすると、その場を立ち去っている。以後トラブルなく過ごすことができている。

・板橋　利美様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、服薬時に｢あのなさ、手帳の更新、青陽館で聞いたら7/31までに間に合うって言ってた。でも、心配なんだよな、今度の外来の時に話してみるかな｣と話されている。手続き中であると何回も説明していることを再度説明していますが「気になって仕方がないんだよ」と話され、その後スタッフが手帳に添付する写真について説明すると落ち着いて聞かれている。
本日デイナイトケアでは、手帳の更新に関する訴えは聞かれていない。

・倉石ヨシエ様～昨日、歩行時ふらつき見られ、見守り要している。元気がない様子見られるため体調について確認すると、「おっかないんだよ、神様が」と話している。何か神様が言っているのか問うと「殺すって怒ってる」と話している。怖い事があったら話してほしいことを伝えると頷いている。上記内容を青風荘へ情報提供している。本日は、テーブルに伏していることも居眠りも殆ど見られず、昨日のような元気のない様子は見られない。歩行の観察をするが、ふらつきも見られない。神様に関する発言がある際、夜間の睡眠への影響も出てくることがある為、睡眠状況を尋ねると「昨日より寝た。なんぼが多く寝た」と話している。気になることはスタッフに話してほしいと伝えると、頷いている。

ナイトケア

・鹿原　博夫様～昨日、本人より架電があり、相沢耳鼻科を受診してきたと報告がある。詳細を聞くと、処置として傷口を焼いて塞ぎ、注射をして貰ったとのこと。20日に八戸市民病院受診の帰宅後は、3:30頃より鼻出血があったが、30分程で止まったと話している。安静にして休養したいと希望し、ナイトケアは欠席となっている。

＜外来情報＞
・小林　司　様～仕事や体調について、「蚕の仕事の手伝いをしている」「気分転換は出来ている」と話している。表情・口調は穏やかであるが、倦怠感訴えが聞かれている。本日、採血セット３、貧血セット施行している。身体の不調が続く際は施設スタッフへ相談するよう促している。

・松川　順子様～日曜日の午後、不調があると話される。他の曜日はそれほどでもないとのこと。心気的訴えは同様であり、症状残存している。食事、睡眠はとれている。本人へ2週間くらい入院し、治験を行なわないか話があるが、本人は拒否している。

＜勉強会：記録の書き方＞
記録を書くにあたり、自身の表現の仕方や難しいと感じること、確認したいこと等を挙げて頂いている。今回の内容を、次回7/6(木)の勉強会の課題に取り上げていく。
・利用者様と会話をした内容を、伝えたい情報はあるのに、まとめるのが難しい
・話しの要点をまとめるのが難しい
・日誌の記録で、文末が“～している”“～されている”と人によって違う

